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                           公益財団法人滋賀県国際協会 

 

１．事業名 

ウクライナ避難民に対する生活支援コーディネート 

 

２．期間 

  ２０２３年５月１日～２０２４年３月３１日 

 

３．対象者   

ウクライナ避難民 １５組２２名（2024/3/31現在） 

 

４．活動報告 

(１)日常生活のサポート 

 ①県・市行政、関係団体、企業との調整 

  ・新しく滋賀県へ避難されてくる避難民の受入れに向けて調整を行った。 

  ・国際交流団体等が主催する講演会への出講調整を行った。 

 ②身元保証人との調整 

  ・避難民の希望と身元保証人との調整を行った。 

  ・身元保証人からの相談対応、継続要請を行った。 

 ③勤務先との調整 

  ・就労への要請を行った。 

  ・臨時職員から正社員への登用に向けての調整を行った。 

  ・体調不良時の避難民と勤務先との連絡を行った。 

 ④フードバンクとの調整 

  ・避難民や身元保証人からの希望を聴き取り、配達日・時間・内容等の調整を行った。 

(２)各種手続きの補助 

 ①在留カード更新・補完的保護対象者認定制度申請支援 

  ・大阪出入国在留管理局大津出張所への申請支援を行った。 

 ②パスポート更新支援 

  ・東京の在日ウクライナ大使館での更新申請を支援した。 

 ③市営住宅更新手続き支援 

  ・入居する市営住宅の更新のため関係市住宅担当課との調整を行った。 

(３)生活支援金の支給 

 ○しがウクライナ避難民応援支援金 

  ・滋賀県、滋賀県国際協会およびしが外国籍住民支援ネットワークの協働により、しがウク

ライナ避難民応援支援金の募集を行った。 

  ・累計１６，７４３，３２０円(2024/3/31現在)の支援金が寄せられた。 

  ・寄せられた支援金により、新しく滋賀県へ避難されてきた避難民への生活支援金と住宅環

境整備支援金の支給を行った。 

  ・支給の手渡し時に、日本での生活様子実態の聞き取り、相談、声掛けを行った。 



(４)言葉のサポート 

  ・日常生活、各種手続き、医療、就労、就学等での支援を行った。 

(５)医療、就労・就学支援など 

 ①医療支援 

  ・滋賀県内の病院では対応できない疾病を有する避難民のために、他府県の大学病院への通

院支援を行った。 

  ・居住地近くの病院では対応できない手術が必要となり、県内大学病院での施術、通院支援

を行った。また、手術内容について避難民本人が正確に理解して施術を受けられるために

医療通訳の確保、支援を行った。 

  ・指定難病医療費助成受給のための支援を行った。 

  ・歯科医への通院支援を行った。 

  ・通院に伴う医薬品の購入支援を行った。 

 ②就労支援 

  ・民間企業への就労要請の調整を行った。 

・体調不良時の勤務先との調整を行った。 

  ・退職希望への調整を行った。 

  ・正職員への就労条件変更の調整を行った。 

 ③就学支援 

  ・県教育委員会、市教育委員会、学校との調整を行った。 

  ・学校の課外活動のための支援を行った。 

  ・通学をして受ける日本の授業と、オンラインによるウクライナの授業との両立が図られる

よう調整を行った。 

  ・不登校児童に対応するためのケース会議への出席、協議を行った。 

(６)日本語教育支援（子どもの日本語学習を含む） 

  ・学校での母語支援員の確保を調整した。 

  ・関係機関、民間団体が行う日本語講座受講への調整を行った。 

 

☆ 公益財団法人滋賀県国際協会 滋賀県国際交流・協力情報誌 ＳＩＡ 2023 Vol.124 より抜粋 ☆ 


